


 

 

て 通 勤 手 当 を 支 給 さ れ る 場 合 に あ っ て は 」を「 運 賃 等 相 当 額 を そ の 支 給

単 位 期 間 の 月 数 で 除 し て 得 た 額（ 交 通 機 関 等 が ２ 以 上 あ る 場 合 に お い て

は 」に 、「 １ 箇 月 当 た り の 運 賃 等 相 当 額 」を「 １ 箇 月 当 た り の 運 賃 等 相 当

額 等 」 に 改 め 、 同 条 第 ３ 号 中 「 １ 箇 月 当 た り の 運 賃 等 相 当 額 」 を 「 １ 箇

月 当 た り の 運 賃 等 相 当 額 等 」 に 改 め る 。  

第 ２ ２ 条 第 １ 項 中 「 第 ５ 条 第 ４ 項 」 を 「 第 ５ 条 第 ５ 項 」 に 改 め 、 同 条

第 ２ 項 中「 交 通 機 関 等 に 係 る 通 勤 手 当 に 係 る 給 与 条 例 第 ５ 条 第 ４ 項 」を

「 給 与 条 例 第 ５ 条 第 ５ 項 」に 改 め 、同 項 第 １ 号 中「（ 第 １ ９ 条 第 １ 号 に 掲

げ る 職 員 に あ っ て は 、１ 箇 月 当 た り の 運 賃 等 相 当 額 及 び 給 与 条 例 第 ５ 条

第 ２ 項 第 ２ 号 に 定 め る 額 の 合 計 額 。以 下 こ の 項 に お い て 同 じ 。）が ５ ５ ，

０ ０ ０ 円 」を「 及 び 給 与 条 例 第 ５ 条 第 ２ 項 第 ２ 号 に 定 め る 額 の 合 計 額（

以 下 こ の 号 及 び 次 号 に お い て「 １ 箇 月 当 た り の 通 勤 手 当 算 出 基 礎 額 」と

い う 。） が １ ５ ０ ， ０ ０ ０ 円 」 に 、「 運 賃 等 相 当 額 等 が ５ ５ ， ０ ０ ０ 円 」

を 「 通 勤 手 当 算 出 基 礎 額 が １ ５ ０ ， ０ ０ ０ 円 」 に 、「 す べ て 」 を 「 全 て 」

に 改 め 、 同 項 第 ２ 号 中 「 運 賃 等 相 当 額 が ５ ５ ， ０ ０ ０ 円 」 を 「 通 勤 手 当

算 出 基 礎 額 が １ ５ ０ ，０ ０ ０ 円 」に 、「 次 に 掲 げ る 場 合 の 区 分 に 応 じ 、そ

れ ぞ れ 次 に 定 め る 額 」を「 １ ５ ０ ，０ ０ ０ 円 に 事 由 発 生 月 の 翌 月 か ら 支

給 単 位 期 間 に 係 る 最 後 の 月 ま で の 月 数 を 乗 じ て 得 た 額 又 は 前 項 各 号 に

掲 げ る 事 由 に 係 る 交 通 機 関 等 に つ い て の 払 戻 金 相 当 額 及 び 広 域 連 合 長

の 定 め る 額 の 合 計 額 の い ず れ か 低 い 額（ 事 由 発 生 月 が 支 給 単 位 期 間 に 係

る 最 後 の 月 で あ る 場 合 に あ っ て は 、０ 円 ）」に 改 め 、同 号 ア 及 び イ を 削 り

、 同 条 第 ３ 項 中 「 第 ５ 条 第 ４ 項 」 を 「 第 ５ 条 第 ５ 項 」 に 改 め る 。  

第 ２ ３ 条 第 １ 項 中 「 第 ５ 条 第 ５ 項 」 を 「 第 ５ 条 第 ６ 項 」 に 改 め る 。  

第 ５ ０ 条 及 び 第 ５ １ 条 を 次 の よ う に 改 め る 。  



 

 

第 ５ ０ 条  削 除  

第 ５ １ 条  削 除  

 第 ７ ６ 条 第 ２ 項 中 「 地 域 手 当 、」 を 削 る 。  

 第 ７ ７ 条 第 １ 項 中「 次 の 各 号 に 規 定 す る 額 の 合 計 額 」を「 基 本 報 酬 と

し て 第 ７ ４ 条 又 は 第 ７ ５ 条 で 決 定 し た 号 給 に よ る 給 料 月 額 」に 改 め 、同  

項 各 号 を 削 り 、 同 条 第 ２ 項 中 「 次 の 各 号 に 規 定 す る 額 の 合 計 額 」 を 「 基

本 報 酬 と し て 第 ７ ４ 条 又 は 第 ７ ５ 条 で 決 定 し た 号 給 に よ る 給 料 月 額 」に

改 め 、 同 項 各 号 を 削 る 。  

第 ８ ２ 条 第 ３ 項 第 １ 号 中「 給 料 に 同 条 第 ２ 項 の 規 定 に よ り 算 出 さ れ た

地 域 手 当 を 加 え た 額 」 を 「 給 料 の 額 」 に 改 め る 。  

附 則 

 （施行期日） 

１ この規則は、令和７年４月１日から施行する。  

（令和９年３月３１日までの間における地域手当に関する経過措置） 

２ この規則の施行の日から令和９年３月３１日までの間における地域手当に

ついては、改正後の長崎県後期高齢者医療広域連合職員の給与の支給に関す

る規則の規定にかかわらず、改正前の長崎県後期高齢者医療広域連合職員の

給与の支給に関する規則第５０条及び第５１条の規定に基づいて支給する。 

３ この規則の施行の日から令和９年３月３１日までの間、第７６条第２項中

「通勤手当」とあるのは、「地域手当、通勤手当」と、第７７条中「給料月

額」とあるのは、「給料月額及び地域手当相当額として第７４条又は第７５

条で決定した月額に常勤職員の例による割合を乗じて得た額の合計額」と、

第８２条第３項第１号中「給料の額」とあるのは、「給料に同条第２項の規

定により算出された地域手当を加えた額」と読み替えるものとする。 




